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♪オープニング お囃子演奏（沼和田町子どもお囃子会） 
 

くらら駐車場 

■全日本年金者組合栃木支部【フリーマーケット・署名活動・ 

モツ煮販売】■NPO 法人蔵の街たんぽぽの会【野菜・おにぎり・ 

和菓子等販売】■障がい者の一人暮らしを考える会【フランク 

フルト販売】■川俣禎康【飲み物販売】■あさだ農園【コーヒー・ 

しいたけ・きのこご飯・すいとん販売】 
  

くらら会議室・作業室 

■栃木市中途失聴・難聴者協会【バザー】■「吾一からくり時計」設置実行委員会【手作り品販売】

■ハーモニー【作品展示・折り紙体験】■太平山麓九条の会【ゲーム・クイズ・署名】 

■下館レイル倶楽部栃木支部【模型・ポスター等の展示による団体の PR】■蔵の町子ファミリー 

■デモクラティックスクールつながるひろば【子どもの相談・教育相談・活動紹介・書籍販売】 
 

交流コーナー 

9:30～11:00 蔵の町子ファミリー【男女共同参画 紙芝居】①9:30～②10:00～③10:30～ 

11:00～12:30 蔵の街青春委員会  学生対象【地域を元気にする働き方教室】 

14:00～15:00 ♪フィナーレ アイリング（オカリナ演奏） 

とちぎ市民活動推進センターくらら 
 

●休 館 日  

水曜日・年末年始 

●開館時間   

月～土 10:00～21:00 

日・祝 10:00～17:00 

とちぎ市民活動推進センター情報紙      2016年 3月 Vol.125 

 

 

〒328-0043  栃木市境町１９番３号駅前庁舎１F 
Tel 0282-20-7131 Fax0282-20-7132 
E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.j p  
URL http://www.kurara-tochigi.org 

くららフェスタは、くららの登録団体が、活動紹介や交流を通して、それぞれの思いを市民に伝え、

広める催しです。どんな市民団体が、どんな活動をしているのか？ぜひ皆さま、おいでくださいね！ 
 

★同時開催 第三地区コミュニティ文化祭 

★会場 とちぎ市民活動推進センターくらら 

★臨時駐車場 栃木駅北口交番南側駐車場 

 

 

 
 

 
 

▲次の団体は登録更新が必要です。 

 

 

 
登録申請書を送付しますので、記入して 
3 月末までにくららにお持ち下さい。 
 

▲ロッカー（有料 1,500 円／年）・メールボックス（無料） 
現在使用している団体は、３月末日までに更新の 
申し込みをして下さい。新規申し込みも受付中です。 

 

 
写真は昨年のくららフェスタから 

 
 

 

 

  
 

  

 

 

 

 

お友達さそって 
みんなで来てね！ 
 

※登録団体の皆様には後ほど 

詳しくご案内致します。 

 

No.221～310 No.336～367 

No.398～425 No.457～473 
 

■日時 5 月 28 日（土） 
13:00～16:00 

■会場 栃木市国府公民館 

 

 



           

                                                         

 

 

登録 No 団 体 名 活 動 内 容 

500 Teamとち介っ人 とち介ふわふわハウスを使った地域活動。 

501 
傾聴ボランティア 

“ほのぼの” 

高齢者施設や個人宅へ、定期的に会員が訪問して傾聴を継続実施している。 
今後も訪問先を拡大し高齢者の元気 UPを推進。 

・・・・どなたでも参加できます！興味のある回からお気軽に「ちょこっと」のぞいてみませんか？・・・・ 

くららで話そ！ これからの予定  

講 師 宮田恵子氏 

日 時 3月 26日（土）13:30～16:00 

会 場 栃木市大平地域福祉センター 

（ふるさとふれあい館）（大平町真弓）  

参加費 ひと家族 1,000円（保健代・資料代） 

持ち物 筆記用具・お子様のおやつ・飲料など 
申込み・問合せ 090-5990-0248（ヤマモト） 

（ショートメール受付） 

お気軽に 
どうぞ！ 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 

 

報告 

■3月 10日（木）11:00～12:00 Mothers ネットワーク 菊地千佳さん 

                 『わははイベントを開催している、ママが創るママのためのサークル』 
■3月 19日（土）15:00～16:00 NPO 法人 このゆび☆とまれ 理事長 丸山勝弘さん 

『このゆび☆とまれ』って？？ 
 
■4月 9日（土）15:00～16:00 酒香多雲『FMくらら 857「サンサンモーニング」 

月 1 シュガーセレクション、メイキング・オブ・選曲＆番外編』 

  

■日 時 3月 19日（土）9:20JR 栃木駅集合 

■参加費 無料（交通費実費） ※申込み〆切 3／12 

■持参するもの 交通費（往復 1,560 円）・お弁当 

■申込み ☎080-1068-6695（柏倉） 

        

シュガータウン 

※登録団体数 242 団体 登録会員数 23,732 名（1 月末） 
※くららでは市民活動団体の登録を随時受け付けています。 

 

フリースクールへの関心・理解を深めるために、5 月（1 泊 

2 日）及び夏の合宿（2 泊 3 日）の説明会を実施します。 

日 時 4月 16日（土） 

10:00～11:00 11:30～12:30（2回公演） 

会 場 西方音楽館 木洩れ陽ホール（西方町金崎） 

参加費 1,000 円（2 才以上）500 円（0 才～1 才） 

定 員 35名（要予約） 

問合せ ☎0282-92-2815（西方音楽館） 

 

春のわらべうたを親子で楽しみませんか？ 

♬日 時 4月 3日（日）14:00開演 

♬会 場 栃木市栃木文化会館小ホール（旭町） 

♬チケット 一般 2,000円 高校生以下 1,500円 

     ペア 3,000円（60枚限定） 

♬問合せ ☎090-2151-0834（古口） 

ハンガリーの民謡と舞曲／リストの作品をどうぞ。 

声と弦と 
ピアノによる 

発達がゆっくりのお子様とご家族のための勉強会 

“とちぎ夢ファーレ”助成事業 

 

▼期 間 月～金 10:00～15:00（昼休み有） 

▼場 所 蔵の街ウエイブ（平柳町） 

・6 月初め頃まで ・ヘタ取り作業のみ ・無償 ・日時は応相談。 

▼問合せ ☎0282-23-4465（新井） 

 

 

日 時 4月 8日（金）・9日（土）・10日（日）

会 場 栃木市藤岡渡良瀬運動公園 

     スカイフィールドわたらせ（渡良瀬遊水地内） 

競技飛行／熱気球教室・係留／スカイスポーツ展示・デモ

ンストレーション／バルーンイリュージョン・打上花火 

問合せ ☎0282-62-0906（産業振興課） 

 

 

 

第 211回  2月 9日（火）19:30～20:30 陶珈紗店主 神山裕紀さん  

『陶珈紗とぽたりと栃木と』 

 

 

 

 

 

 

第 212回  2 月 19日（金）19:00～20:00 阿部道雄さん 

『FMくらら 857 市民パーソナリティとして』 

栃木市民の新たな定番になりつつあるコミュニティラジオ・FM くらら 857。 

市民パーソナリティは 22名。その中でも、昭和の香り漂う選曲と、独特の 

語り口で活躍されている阿部道雄さんにお話しいただきました。 

 FMくらら 857のスローガンは『栃木市をHappy にするラジオ』。 

内容も、「とち介 P のHAPPYTOWN」（提供 栃木市）、「ウーヴァとゆかいな仲間たち」など地域限定の話題や

地元企業の情報を毎日生放送で発信し、県内初のコミュニティラジオの強みを活かしています。 

パーソナリティの皆さんがプロ意識を持って日々研鑽を積んでいること、マイクが昔のものよりも高感度の 

ため、歩行音を立てると音を拾ってしまう、スタジオ内にはパソコンが 

２台あり、届いたメッセージはすぐに見られるなど、楽しい舞台裏のお話も 

聞くことができました。阿部さんの担当は日曜日午後 3時から。 

ぜひ皆さんお耳を傾けて下さいね！コエド市場のサテライトスタジオに見学

に行くのも楽しいかもしれません。なお、FM くらら 857では、まだまだ 

CD が足りず、リクエストに応えられないこともあるそうです。もし、もう

聴かない CD がありましたらご寄附頂けると大変有難いとのことでした。 

 

蔵の街大通りで陶器や珈琲豆を取り扱うお店・陶珈紗の神山さんは、21歳からお店を 

任されました。陶珈紗の前身であるアイヅヤは、もともと福島県の会津からやってきた兄弟が 

創業し、この場所に支店を構えたのが大正 15年でした。その後、いろいろの経緯ののち店主と 

なった神山さんは、商店街の若手としてお店のこと、まちのことを担ってきました。お店として 

使っていた 2階が、商品を 1階に集約してからしばらく空いたままになっていたところ、まちで 

子育てを楽しめるように、子どもと遊べるスペースにしようと思い立ち、それを地域の人たちや若い人たちにも

使ってもらおうと考えを広げ、多目的に利用できるシェアスペースを作る構想に至りました。空き家の活用など

に取り組むマチナカプロジェクトとの出会いもあり、2階のリノベーション（改修作業）が始まりました。        

20～30代の若者を中心に、小学生の親子や高校生も加わって、60人を超える人たちが、解体やペンキ塗り 

などの作業を楽しみながら、手作りでリノベーションしました。「ぽたり」と名づけられたスペースには、いろ

んなアイディア・想い・できごとが、ぽたりぽたりと集まって、つながり

拡がる場所という神山さんの想いが込められています。昨年 7月 25日に

オープンし、これまでお琴教室の練習・演奏会や、親子向けのハロウィン

パーティ、家族写真を撮るフォトスタジオなどで利用され、栃木のまちに

新しい出会いと人の流れを生み出しています。 

ぽたりホームページ http://potari.wix.com/potari 

 

 

♪日 時 3月 27日（日）14:00～16:00 

♪会 場 栃木商工会議所 大ホール（片柳町） 

♪会 費 300円（飲み物・歌集代） 

♪問合せ ☎0282-24-5868（岩川） 

♣日 時 3月 21日（月・祝）10:20～2 時間程度 

♣会 場 とちぎ市民活動推進センター（境町） 

♣参加費 無料 

♣申込み・問合せ ☎080-5477-1438（宇賀神） 

みんなで来てね！  



栃木の『あそ雛まつり』を始め、各地の雛まつりを皆さん楽しみましたか？昔から連綿と続く伝統文化や季節の行事など
を次の世代にきちんと伝えていくことも年長者の仕事ですね今月号は福島ランナーズの遠藤さんにご寄稿いただきました。
あれから 5 年経っても「まだまだ…」。もとに戻ることは絶対にないけれど、少しずつ少しずつの前進です。支援の形もさま
ざまですが、続けていくこと、伝えていくことが何よりも大事です。今後ともどうぞよろしくお願い致します春先の不順な
気候。インフルエンザも流行。花粉症もそろそろ。皆様、帰宅後のうがい手洗い忘れずに、お気をつけてお過ごし下さいね 
 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そう！ 
お茶しよう！ 

報告 

９日と１９日は、 
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報告 
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くららに来て、みんなで話そう！ 
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くららに来て、みんなで話そう！ 
お茶しよう！ 
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※くららは、指定管理者として特定非営利活動法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

くらら情報紙は毎月１日発行です。 

下記のところに置いてあります。 
 
栃木市役所・各総合支所・各公民館・各図書館・各文化会館・ 
蔵の街美術館・各商工会（議所）・各児童館・各老人福祉センター・市民
会館・山車会館・蔵の街観光館・保健福祉センター・勤労者総合福祉セ
ンター・地域子育て支援センター・ ・シルバ
ー大学校・総合体育館・プラッツおおひら・ゆうゆうプラザ・隣保館・
遊楽々館・こなら館・県内市民活動センター・近隣のボランティアセン
ター・市内協力店・くららカウンター 
 
「登録団体からのお知らせ」（講座・イベント情報など） 
「くららレポート」（団体の活動紹介）原稿をお待ちしています！ 

※くららホームページから情報紙の印刷もできます。 
URL http://www.kurara-tochigi.org 

 

 
くららの駐車場は 10 台程度。 

乗りあわせでお願い致します。 

 

 

   

私とくららさんとの出会いは、震災の年の 6 月頃かなと思います。 

津波や東京電力第一原発の爆発で避難して来た方々に、少しでも元気を送ろうと企画して頂いた 

茶話会です。数名しか集まらなかったのですが、それまで避難された方と会う機会がなかったので、 

とても楽しみでした。毎日不安が一杯で駐車場に行っては地域のナンバーを探してみたり、誰が 

どこに避難したのかも分からずの状態が続く中での茶話会は強く印象に残っています。 

その後、くららさんを通して、多くの方とお知り合いになることができ、同じく避難した方とも 

再会することができました。 

くららさんに行けば何か新しいことが待っているような気がしてなりませんでした。 

拠り所のない私達は何より暖かみのある場所となりました。 

ふるさと福島では、できる限り自給自足の生活がしたいと、小麦やソバ、その他の野菜を育てて 

きました。しかし避難してからは、今後何をしたらいいのかも考えられず…悩んだ末に、“私達の 

復興は元の生活に戻ること”だと気付き、農地と古民家を改修し、野菜作りを始めました。 

“自分達で踏み出さなければ”を目標に大自然の恵みを頂き、今は農作業に励んでいます。 

収穫した野菜はくららさんにもお世話になり販売させて頂いてます。また、マルコの家さんにも 

食べてもらってます。野菜を販売する難しさや、野菜を育てる楽しみ、里山から吹く風の中、目を 

閉じればそこには変わらぬふるさとがあります。いつか戻ることを夢見て、くららさんにもお世話に 

なりながら頑張っていこうと思います。人と交流する交差点がくららさんではないかと思います。 

今後もどうぞよろしくお願い致します。 

 

“多くの方に支えられて”         遠藤 雄子 

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災から 5 年の月日が経ちました。 

2013 年 3 月に『自分で踏み出さなければ！』～希望をもって栃木暮らしを始めました～という 

活動報告をしていただいた福島ランナーズの遠藤さんから、その後の様子など、くららへお便りが

届きましたのでご紹介します。（福島ランナーズはくららの登録団体です） 


